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要　　旨
　糖尿病患者を対象とした市販の1,400kcal 食と
1,600kcal 食の献立集各３冊の栄養価を「五訂増補
日本食品成分表」にもとづき算出した。献立集ごと
の平均値を「日本人の食事摂取基準2010年版」お
よび「平成20年度国民健康・栄養調査結果の概要」
（国民栄養調査結果）の40才代男女の値と比較し
た。６冊には重複を除くと３～15日分の献立が収
載されていた。栄養成分の記述がないものが１冊あ
り，マンガンと必須脂肪酸はいずれにも記載されて
いなかった。献立集ごとの算出エネルギー量の平均
値は，記載されている値の－41～ ＋11kcal であっ
た。算出した各栄養素量は、概ね許容できる範囲で
あったが，飽和脂肪酸と食塩相当量は，目標量や国
民栄養調査結果よりも過剰な献立集があった。一
方，n-3系不飽和脂肪酸，カルシウム，マグネシウ
ム，鉄，亜鉛，マンガン，ビタミンＡは，推奨量，
推定平均必要量あるいは目安量を満たさない献立集
があった。したがって，検討した献立集に掲載され
ている食事の摂取だけでは特定の栄養成分の過不足
が生ずる可能性があり，補助栄養食品を使用しない
エネルギー制限食の献立の難しさが再認識された。
緒　　言
　糖尿病の食事療法の目的は，糖尿病患者が健常者
同様の日常生活を営むのに必要な栄養成分を摂取す
ること，および，代謝異常を是正し合併症の発症や
進展を阻止することである。糖尿病患者の食事摂取
エネルギー量は，性，年齢，身長，肥満度，身体活
動量，血糖値，合併症の有無などを考慮し，各ライ
フステージに応じて算出される１）。そのため，治療
開始時の食事は，健常時あるいは治療開始前の摂取
エネルギー量の70% から80%（1,400～1,600 kcal）
に減量せざるを得ないことが多い。肥満を伴ってい
る場合は，このエネルギー制限を更に厳密に守る必
要がある。
　食事エネルギー量を下げるために全ての食材を均
等に減らした場合，ビタミンやミネラルは食事摂取
基準を満たさなくなる恐れがある。また，食事の重
量や容積（嵩，かさ）が減ってしまい満腹感を得ら
れなくなる可能性もある２）。
　病院では管理栄養士が独自に野菜や藻類の増量な
どによりこれらの欠点を補うように努力，工夫して
いる。一方，一般家庭では，利便性を考慮し簡略化
された市販の献立集を参考にすることがある。その
ため，患者自身が栄養の詳細を確認しにくい場合が
ある。
　今回私達は，現在入手できる献立集に掲載された
食事の栄養価を厚生労働省の「日本人の食事摂取
基準2010年版」３）および厚生労働省の「平成20年
度国民健康・栄養調査結果の概要」４）と比較した。
その結果，不足あるいは過剰となる可能性の高い栄
養成分が判明したので報告する。
方　　法
　2005年～2009年に出版された糖尿病食の献立集
1,400kcal および1,600kcal の各３冊を対象とした。
　献立集の栄養価は，文部科学省の「五訂増補日本
食品成分表」５）に基づいて作成された栄養価計算
ソフト「エクセル栄養君 Ver.5.0」（建帛社）に，毎
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表 1　献立集のエネルギー量および三大栄養素量の平均値の比較
摂　　　　　取　　　　　量
献立集に記載
のエネルギー
量の平均と標
準偏差（ａ）
算出エネル
ギー量の平
均と標準偏
差（ｂ）
エネルギー
の差
（ａ－ｂ）‡
タンパク質 脂質 炭水化物
日本人の食事摂取基準2010年版に
よる目標量 － － － － 20% ～25%E 50～70%E
糖尿病療養指導ガイドブック2010
による三大栄養素比率 － － － 10～20%E － 55～60%E
kcal kcal kcal g %E g %E g %E
1,400kcal
Ａ 生活習慣病予防食（12日） 1408±13　 1429±71　 -21±71　 68.0 <19.1> 46.8 <29.4*> 183.9 <51.5#>
B 肥満治療食（15日） 1272±79　 1300±78　 -28±21　 82.0 <25.2#> 22.4 <15.3*> 187.1 <57.8>
C 肥満、糖尿病治療食（15日） 1325±41　 1402±205 11±61　 76.8 <21.9#> 44.0 <28.2*> 173.2 <49.4*#>
1,600kcal
D 生活習慣病予防食（12日） 1598±20　 1554±264 -41±70　 71.8 <18.4> 46.4 <26.9*> 209.8 <54.1#>
E 肥満治療食（3日） 1550±5　　 1633±111 -26±128 94.7 <23.4#> 51.8 <29.1*> 196.4 <47.0*#>
F 肥満治療食（9日） 1557±120 1575±135 -19±116 75.5 <19.2> 46.6 <26.4*> 207.6 <52.8#>
1,800kcal
G 高血圧食（10日） 1813±11　 1835±49　 -22±53　 73.7 <18.0> 63.5 <35.2*> 238.5 <58.0>
H 痛風食（７日） 1825±14　 1918±45　 -93±53　 95.5 <19.9> 47.7 <22.4> 268.8 <56.1>
2,000kcal I 慢性肝炎食（７日） 2056±89　 2072±93　 16±24　 88.6 <15.8> 51.4 <25.6*> 307.7 <55.0>
エネルギー量は平均値±標準偏差で示す。* 日本人の食事摂取基準2010年版３） を満たしていないもの。# 糖尿病療養指導
ガイドブック2010１） の基準を満たしていないもの。‡ 毎日の献立の差を算出し、その平均値と標準偏差を示した。%E は %
エネルギーを示す。
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食の献立を手入力し算出した。入力の際，牛肉は輸
入牛を，豚肉は豚中型種ではなく豚を，鶏肉は成鶏
をそれぞれ用いた。肉類の脂身の有無は，記載がな
ければ献立集の写真で判断し，明らかな脂身を使用
しているものを除き全て脂身なしとした。海老は指
定がないものはブラックタイガーとし，野菜，果実
類はすべて皮つきのものを用いた。これに収載され
ていない食品の栄養価は，最も近いと思われるもの
を「常用量による市販食品成分早見表 ３版」６）あ
るいは「会社別・製品別市販加工食品成分表」７）
から選び，記載されている栄養価を用いた。これら
２冊に該当する食品がない場合は，市販されている
商品の外装に記載された栄養価，あるいは，イン
ターネット上に公開されているもの（http://www.
calorie-counter.net/，http://www.mos.co.jp/menu/
hamburger/tobikiri_tomatolettuce/） を 参 考 に し
た。具体的な重量が示されず，「少々」「ひとつま
み」など重量以外の表現で記載されているものにつ
いては「調理のためのベーシックデータ」８）をも
とにした。
　各栄養成分の充足率は，厚生労働省による「日本
人の食事摂取基準2010年版」３）および「平成20年
度国民健康・栄養調査結果の概要」４）（以下，国民
栄養調査結果）と比較した。過不足は原則として同
書に示されている40才代男性および女性の推奨量
または目安量に対する比率で示した。推定平均必要
量と耐用上限量が設定されているものは，これらと
も比較した。「日本人の食事摂取基準2010年版」と
「五訂増補日本食品標準成分表」との整合性を保つ
ため，食品中のナイアシン量とトリプトファンか
ら体内で合成されるナイアシン量（1/60トリプト
ファン）を加算したものをナイアシン当量の予定給
与栄養量とし，ビタミン E はα－トコフェロール
量をビタミンE量の予定給与栄養量とした。また，
エネルギー当たりで策定されているビタミン B1，
ビタミン B2，ナイアシン当量については，それぞ
れの献立から算出された１日エネルギー量当たりの
推奨量を算出した。ビタミン B6はタンパク質をも
とにした推奨量に対する充足率を算出した。調理損
失は考慮しなかった。献立集ごとの栄養成分の１日
ごとの変動は，標準偏差を平均値で除した変動係数
で示した。
結　　果
１．栄養価の記載状況
　検討した1,400kcal ３冊と1,600kcal ３冊の献立
集合わせて６冊には重複を除くと３～15日分の献
立が紹介されていた。１冊にはエネルギー量以外の
記載が全くなかった。必須脂肪酸，マグネシウム，
マンガンの量はいずれの献立集にも記載がなかっ
た。算出エネルギー量の献立集ごとの平均値は，記
載されている値の－41～＋11kcal であった（表
１）。
２．三大栄養素の比率
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　三大栄養素の６冊それぞれの平均値は，蛋白質
18.4% ～25.2%，炭水化物47.0% ～57.8% であった
（表１）。「糖尿病治療ガイド2010」１）が推奨する
三大栄養素のエネルギー比率である炭水化物55～
60%，蛋白10～20%［1.0～1.2g/ 標準体重 kg］に
合致するものは１冊もなかった。
３．食物繊維と脂質の過不足
　「日本人の食事摂取基準2010年版」３）と比較す
ると，食物繊維は1,600kcal の１冊が15.7g で女性
の目標量17g 以上に達していなかった。しかし，国
民栄養調査結果の男女の値13.2g は上回っていた
（表２）。
　飽和脂肪酸は，1,600kcal の２冊が男女共通の目
標量4.5～7.0%E を満たし，1,400kcal の１冊が不
足し，1,400kcal の２冊と1,600kcal の１冊は過剰
であった。
　コレステロールは，６冊全ての献立集が女性の目
標値600mg 未満
4 4
の範囲内であったが，国民栄養調
査結果である男性333mg 女性295mg を上回ってい
た。
　n-3系 不 飽 和 脂 肪 酸 は，1,400kcal の ３ 冊，
1,600kcal の２冊が男性の目標量2.2g に達してお
らず，1,400kcal の２冊と1,600kcal の２冊が女性
の目標量1.8g 以上
4 4
に達していなかった。α－リノ
レン酸は，1,400kcal の２冊と1,600kcal の３冊が
男女同じ目標量1.42g に達していなかった。EPA ＋
DHA は，1,400kcal の３冊と1,600kcal の２冊が男
女の目標量1.0g に達していなかった。
　n-6系不飽和脂肪酸は，男女共通の目標量10%E
未満
4 4
を超えているものはなかった。
４．ミネラルの過不足
　 カ ル シ ウ ム は，1,400kcal の ２ 冊 と1,600kcal
の ２ 冊 が 男 女 同 じ 推 奨 量650mg を 満 た さ ず，
1,400kcal の２冊が推定平均必要量550mg をも満
たさなかった。しかしながら，国民栄養調査結果と
比較するといずれの献立集も男女の摂取量431mg，
457mg を上回った（表３）。
　マグネシウムは，1,400kcal の３冊と1,600kcal
の ２ 冊 が 男 性 の 推 奨 量370mg を 満 た さ ず，
1,400kcal の１冊と1,600kcal の２冊が推定平均必
要量310mg をも満たさなかった。また，女性の推
奨量290mg は1,400kcal の１冊と1,600kcal の２冊
が満していなかった。６冊とも女性の推定平均必要
量240mg および国民栄養調査結果の値である男性
245mg，女性226mg は超えていた。
　鉄は，６冊すべてで女性の推奨量11.0mg に達し
ていなかった。しかし，女性の推定平均必要量9.0 
mg および男性の推奨量7.5mg には６冊全てが達し
ており，かつ国民栄養調査結果の男女の値7.7mg，
7.2mg は超えていた。
　亜鉛は，全ての献立集が男性の推定平均必要量
10mg に達さず，1,400kcal の１冊と1,600kcal の
２冊が国民栄養調査結果の男性の結果8.6mg に達
していなかった。また，６冊全てが女性の国民栄養
調査結果7.3mg を上回っていたが，1,400kcal の１
冊と1,600kcal の２冊が推奨量9.0mg には達してい
なかった。
　マンガンは，６冊全てが男性の目安量4.0mg を
満たさず，1,400kcal の２冊と1,600kcal の３冊が
女性の目安量3.5mg を満たしていなかった。
　 食 塩 相 当 量 の 平 均 値 は，1,400kcal の ３ 冊 と
1,600kcal の２冊が男性の目標量9.0g 未満
4 4
を超え，
６冊とも国民栄養調査結果の男性の値11.3g よりも
少なかった。また，６冊すべて女性の目標量7.5g
未満
4 4
を超え，1,400kcal と1,600kcal の各１冊は国
民栄養調査結果の女性の値9.8g を超えていた。
５．ビタミンの過不足
　ビタミンＡは，６冊全てが国民栄養調査結果
の 男 性 の 値567μ gRE を 上 回 っ た が，1,600kcal
の１冊が推定平均必要量600μ gRE を下まわり，
1,400kcal の２冊と1,600kcal の３冊が男性の推奨
量850μ gRE に達していなかった（表４）。また女
性の基準値と比較すると，６冊とも国民栄養調査結
果493μ gRE と推定平均必要量500μ gRE を上回っ
ていたが，1,400kcal の１冊と1,600kcal の３冊が
推奨量700μ gRE に達していなかった。
　以上の成分以外に充足しないものや耐用上限量を
超すものはなかった。
考　　察
　対象とした1,400kcal と1,600kcal の献立集には，
エネルギー量のみで栄養価の記載が全くないもの，
栄養成分の一部が記載されていないもの，算出した
エネルギー量と記載されている値が乖離しているも
のなどがあった。また今回，不足あるいは過剰とな
る可能性の高い栄養成分が判明した。皮つきかどう
か，輸入肉かどうかなどの指定のないものについて
は，幾つかの選択肢を試算したが，各献立集の１日
平均にすると過不足しやすい栄養成分は同じもので
あった。
　1,400kcal と1,600kcal の献立集には，飽和脂肪
酸，コレステロール，食塩相当量が過剰となる献立
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255市販のエネルギー制限食献立集に掲載されている食事の栄養価
表４　献立集の脂溶性ビタミン量と「日本人の食事摂取基準2010年版」，「糖尿病療養指導ガイドブック
2010」，「平成20年国民健康・栄養調査結果の概要」に示された値との比較
男性
ビタミン Ａ１ ビタミンD ビタミン E ビタミンＫ
推奨量850μgRE 目安量5.5μg 目安量7mg 目安量75μg
推定平均必要量600μgRE － － －
国民健康・栄養調査567μgRE 国民健康・栄養調査7.1μg 国民健康・栄養調査6.9mg 国民健康・栄養調査205μg
献立集
μgRE 変動係数
推奨量
（%）
推定平
均必要
量（%）
μg 変動係数
目安量
（%） mg
変動
係数
目安量
（%） μg
変動
係数
目安量
（%）
1,400kcal
Ａ 649 33.8　（76） [108] 　6.5† 131.2 （119） 9.3　21.3 （132） 445 34.4 （593）
B 776 21.1　（91） [129] 10.3 107.9 （187） 7.8　19.0 （111） 290 48.0 （387）
C 903 49.8　（106） [151] 　7.1 122.3 （129） 8.4　20.3 （120） 293 34.8 （390）
1,600kcal
D 689 40.3　（81） [115] 　6.8† 108.9 （123） 8.9　18.7 （127） 330 42.5 （440）
E 571 26.6　（67） [95] 14.7 84.0 （267） 12.4　15.0 （177） 449 23.4 （599）
F 625 45.1　（74） [104] 　8.5 109.9 （155） 8.5　42.0 （121） 290 58.7 （386）
1,800kcal
G 1,025 44.1　（121） [171] 　7.7 105.5 （140） 12.6　29.0 （180） 442 51.1 （590）
H 664 32.6　（78） [111] 10.5 75.0 （192） 7.5　12.2 （108） 335 35.8 （467）
2,000kcal I 684 38.9　（81） [114] 10.8 74.8 （197） 8.8　33.0 （125） 300 36.9 （400）
女性
ビタミン Ａ１ ビタミンD ビタミン E ビタミンＫ
推奨量700μgRE 目安量5.5μg 目安量6.5mg 目安量65μg
推定平均必要量500μgRE － － －
国民健康・栄養調査493μgRE 国民健康・栄養調査6.4μg 国民健康・栄養調査9.4mg 国民健康・栄養調査209μg
献立集 μgRE 変動係数
推奨量
（%）
推定平
均必要
量（%）
μg 変動係数
目安量
（%） mg
変動
係数
目安量
（%） μg
変動
係数
目安量
（%）
1,400kcal
Ａ 649 33.8 （93） [130] 6.5 131.2 （119） 　9.3† 21.3 （143） 445　34.4 （684）
B 776 21.1 （111） [155] 10.3 107.9 （187） 　7.8† 19.0 （111） 290　48.0 （446）
C 903 49.8 （129） [181] 7.1 122.3 （129） 　8.4† 20.3 （130） 293　34.8 （450）
1,600kcal
D 689 40.3 （98） [138] 6.8 108.9 （123） 　8.9† 18.7 （136） 330　42.5 （507）
E 571 26.6 （82） [114] 14.7 84.0 （267） 12.4　 15.0 （191） 449　23.4 （691）
F 625 45.1 （89） [125] 8.5 109.9 （155） 　8.5† 42.0 （130） 290　58.7 （456）
1,800kcal
G 1,025 44.1 （146） [205] 7.7 105.5 （140） 12.6　 29.0 （194） 442　51.1 （681）
H 664 32.6 （95） [133] 10.5 75.0 （192） 　7.5† 12.2 （116） 335　35.8 （515）
2,000kcal I 684 38.9 （98） [137] 10.8 74.8 （197） 　8.8† 33.0 （135） 300　36.9 （462）
40才代男性・女性との比較。１レチノール等量。（　）は推奨量，目安量，目標量に対する充足率，[　] は推定平均必
要量に対する充足率，下線は充足率90% 未満を示す。† 平成20年度国民健康・栄養調査４）の栄養素摂取量に対して
100％以下のもの。糖尿病療養指導ガイドブック2010１）ではビタミン，ミネラルは日本人の食事摂取基準2010年版を
参照することとされている。
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集があった。いずれも過剰摂取が疾患の危険因子で
あるにもかかわらず，日本人が食べている平均的な
量である国民栄養調査の結果を上回る量が献立に盛
り込まれていた。これら３つの栄養成分について市
販の高血圧食1,800kcal，痛風食1,800kcal，慢性肝
炎食2,000kcal の献立集の栄養価と比較すると，同
等かむしろ上回っていた。
　一方，カルシウム，マグネシウム，鉄，亜鉛，
マンガン，ビタミンＡは，1,400kcal と1,600kcal
の献立集には充足していない献立集があった。ま
た，これらの栄養成分の変動係数は30以下で比較
的ばらつきが少なかった。ちなみに市販の高血圧
食1,800kcal，痛風食1,800kcal および慢性肝炎食
2,000kcal の献立集の栄養価を試算すると，これら
６つの栄養成分の変動係数は同等で，推奨量の81%
に減鉄された肝炎食を除くと40才代女性の推奨量
または目安量の93% 以上ありほぼ充足していた。
したがって，これらの栄養素の不足は，特定の食材
を使用しなかったためではなく，エネルギーを制限
するために全体の量を減らしたことによると考えら
れる。鉄とカルシウムは，病院食の常食においてさ
え不足しがちな成分である９）が，エネルギー制限
片　渕　史　佳・山　口　孝　治・脇　本　　　麗・北　原　　　勉・大　部　正　代・森　山　耕　成
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食では更に注意を要する。
　したがって，肥満を伴う糖尿病患者がこれらの市
販の献立を日頃食べている食事や病院で指導を受け
た食事と組み合わせるには詳しい栄養計算を要すた
め，高齢者や栄養，調理の知識が乏しい人には難し
いと思われる。
　今回，意図しない誤解を避けるため献立集の書名
は開示しなかったが，専門家によって一般的な食材
を用いて組み立てられた献立集でさえ，このような
過不足が生ずるので，専門家のいない患者家族によ
る調理では過不足が更に大きくなるものと考えら
れ，エネルギー制限食の難しさが認識された。
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